
市長が定める防火対象物の点検基準について 

 

平成１６年３月１日 

豊田市告示第９８号 

改正 平成１７年１１月１８日 告示第５３９号 

改正 令和 元年 ９月１３日 告示第４５４号 

 

 消防法施行規則（昭和３６年自治省令第６号）第４条の２の６第１項第９号の規定に基

づき、防火対象物の点検基準に係る事項を次のように定める。 

 

１ 点検基準 

（１）豊田市火災予防条例（昭和４８年条例第５１号。以下「条例」という。）第３条から

第２２条の２までの規定により、火を使用する設備等が設置及び管理され、又は火を

使用する器具等の取扱いがなされていること。 

（２）条例第２３条及び第２６条及び第２８条の規定により、火の使用に関する制限等が

遵守されていること。 

（３）条例第３０条から第３１条の８まで及び第３２条から第３４条の３までの規定によ

り、指定数量未満の危険物及び指定可燃物が貯蔵及び取扱いされていること。 

（４）条例第３６条から第４２条まで及び第４５条の規定（維持（機能）に関する規定を

除く。）により、消防用設備等が設置されていること。 

２ 点検票 

 前項の規定による点検の結果は、消防法（昭和２３年法律第１８６号）第８条の２の

２第１項に基づく報告に別記様式の点検票を添付して行うものとする。 

 

  附 則 

平成１７年１２月１日から施行する。 

  附 則 

令和元年９月１３日から施行する。 


